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　９月１日、更別神社秋季祭典

が行われました。今年も五穀豊

穣や家内安全を祈願し、さらべ

つ三五四 (みこし )会員が神輿を

担ぎ更別市街を練り歩きました。

　祭典が終わり、更別村にもい

よいよ実りの秋がやってきます。



月月 日日７７ 2727

　

更
別
村
と
友
好
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮

城
県
東
松
島
市
の
児
童
が
交
互
に
お
互

い
の
ま
ち
を
訪
問
交
流
す
る
子
ど
も
交

流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
３
年
か

ら
始
め
ら
れ
た
﹃
海
と
大
地　

子
ど
も

ふ
れ
あ
い
交
流
﹄
は
今
年
で
28
回
目
。

昨
年
は
村
の
子
ど
も
た
ち
が
東
松
島
市

を
訪
問
し
て
お
り
、
今
年
は
更
別
村
に

お
迎
え
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
内
の
小
学
５
・
６
年
生
18
名
が
、

東
松
島
市
か
ら
の
児
童
19
名
と
７
月
27

日
か
ら
７
月
30
日
ま
で
の
４
日
間
を
一

緒
に
過
ご
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
昨

年
、
東
松
島
市
で
交
流
を
深
め
て
い
る

６
年
生
の
児
童
た
ち
は
１
年
ぶ
り
の
再

会
を
喜
び
合
い
、
緊
張
が
隠
し
切
れ
な

い
様
子
の
５
年
生
の
児
童
た
ち
も
６
年

生
に
つ
ら
れ
る
よ
う
に
友
達
を
作
る
こ

と
が
で
き
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
交
流

が
ス
タ
ー
ト
。
子
ど
も
た
ち
は
、
カ
ン

ト
リ
ー
パ
ー
ク
や
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
寝
食
を
共
に
し
、文
字
通
り﹁
同

じ
釜
の
飯
を
食
う
﹂
共
同
生
活
を
し
た

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
絆
は
よ
り
深

い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
ん
ぐ
り
子
供
交
流
委
員
会 (

森
田

弘
二
委
員
長)

の
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と

な
り
企
画
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

郷
土
芸
能
体
験
が
行
わ
れ
、
あ
っ
と
い

う
間
に
楽
し
い
時
間
は
過
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
元
気
溢
れ
る
交
流
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　ようこそ更別村へ！更別村の児童が拍手

でお出迎えです。

　入村式後の自己紹介ビンゴゲームで児童た

ちは早速仲良しに。夜はバーベキューや班ご

との旗作り、花火などをして楽しみました。

月月 日日７７ 2828

　更別村の児童も東松島市の児童も初めて

のカーリング体験に大盛り上がり。ばんえ

い競馬も見学しました。

　２日目からは、過去に子ども交流に参加

した更別村の中学生が交流のサポートに来

てくれました。

子 ど も ふ れ あ い 交 流
2

810 海 と 大 地

未
来
に
つ
な
が
る

友
情
の
絆

友
情
の
絆

未
来
に
つ
な
が
る
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Sa r a b e t s u　×　Higashimatsushima

月月 日日７７ 2929 

月月 日日７７ 3030 

　更別村の郷土芸能である

さらべつかしわ太鼓とスッ

チョイサ踊りを体験し、お

別れパーティーではみんな

で一緒に太鼓を叩いて演奏

しました。お昼ご飯は流し

うどんを食べて、夕方から

はミニバレー大会。たくさ

ん遊んで思い出がどんどん

増えていきました。

　「楽しかったね、元気でね！」「今度は行くか

ら待っててね」「東松島市に来るの楽しみにし

てるよ」と４日間の思い出を振り返りながら、

また会う約束を交わす児童たち。また来年！

また会おうね！

また会おうね！
更別消防団員とし

て多年にわたる功

績

自治功労者

社会功労者

石い

し

い井
　
祐ゆ
う
い
ち一

さ
ん(

東
　
栄
　
区)

九く

く々

　
昌ま
さ
ひ
ろ弘

さ
ん(

北 

更 

別 

区)

吉よ

し

だ田
　
利と

し

こ子
さ
ん(

北 

更 

別 

区)

加か

と

う藤
　
昌ま

さ

お生
さ
ん(

花
　
園
　
町)

阪さ
か
も
と本

　
隆た
か
と
し俊

さ
ん(

東
　
栄
　
区)

松ま
つ
は
し橋

　
昌ま
さ
か
ず和

さ
ん(

香
　
川
　
区)

更別村議会議員と

して多年にわたる

功績

情報審査会委員と

して多年にわたる

功績

情報審査会委員と

して多年にわたる

功績

特別職報酬等審議

会委員として多年

にわたる功績

更別消防団員とし

て多年にわたる功

績

更別消防団員とし

て多年にわたる功

績

産業功労者

村む
ら
か
み上

　
幸こ
う
い
ち一

さ
ん(

上
更
別
南
区)

若わ
か
ぞ
の園

　
裕ひ

ろ
ゆ
き幸

さ
ん(

東
　
栄
　
区)

更別消防団員とし

て多年にわたる功

績

若わ
か
ぞ
の園

　
則の
り
あ
き明

さ
ん(

東
　
栄
　
区)

更別村農業協同組

合役員として多年

にわたる功績

　開村記念日にあたる９月１日、村の自治や安全・安心な村づくりなどにご尽力とご貢献をいた

だいた方々の功績をたたえる村功労者表彰式が社会福祉センターで行われました。

　式典では、名誉村民の林清さんをはじめ多くの来賓が見守る中、西山村長が受章者へ表彰状と

記念品を贈り「平成最後の功労者表彰式となります。受章されたみなさまには、豊富な知識と経

験を活かしていただき、新たな元号となっても村づくりにご指導をお願いします」と挨拶。

　受章者を代表して石井祐一さんが「栄誉ある表彰を受け、深く感謝します。永年にわたり務め

ることができたのもみなさまのご指導の賜物です。この受章を機に、更別村発展のために精進し

たいと考えております」と受章のお礼を述べられました。　
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●問い合せ　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52− 3171

　プレイルームや多目的ルームには管理人がいませんので、ご利用の際には必ず保護者が同伴し、

各自の責任において安全確保をお願いします。また、譲りあいの気持ちを持って、利用者同士が

気持ち良く利用できるようにしましょう。

　新たに幼児親子向けの遊び場を整備しましたので、雨天時や冬期間

の運動や遊びにぜひご利用ください。

利用上の注意

単位 夏 冬

アリーナ全面

１時間

1,130 円 1,360 円

アリーナ半面 570 円 690 円

バドミントン

コート１面
190 円 230 円

単位 区分 使用料

トレセン １日
高校生以上 100 円

小・中学生 50 円

月 卓球 バドミントン

火 休館日

水 バレーボール サッカー

木 バスケットボール ファミリースポーツ

金 卓球 バドミントン

土 バレーボール ファミリースポーツ

日 ファミリースポーツ

月 卓球 バドミントン

火 ファミリースポーツ ( ４月中は休館日 )

水 バレーボール ファミリースポーツ

木 サッカー

金 卓球 バドミントン

土 バレーボール ファミリースポーツ

日
テニス ( 午後６時〜午後８時 )

サッカー ( 午後８時〜午後 10 時 )

●開館期間　通年

●開館時間　午前９時〜午後10時 (プレイルームと多目的ルームは午後６時まで )

●休 館 日　４月〜 10月：毎週火曜日、11月〜３月：休館日なし

●使 用 料

●午後６時以降は、スポーツの日として曜日ごとに割り振りされた種目で利用できます。個人使用の時間となり

　ますので、譲りあってご利用ください ( 占有使用はできません )。

【夏期(５月１日〜10月31日)】 【冬期 (11月１日〜４月 30日 )】

【占有使用】 【個人使用】

※プレイルームと多目的ルームは無料です。

ファミリースポーツの時間帯は自由に場所を使うことができます。

みんなで

　トレーニングセンターは団体などの占有使用時以外は個人利用が可能です。子ど

もたちの運動や遊び場としても開放しており、幼児親子のみなさんはプレイルーム

や多目的ルームが利用できます。また、さまざまなスポーツが楽しめるよう用具も

貸し出していますので、お友だち同士や親子でぜひご利用ください。

に行こう！トレーニングセンタートレーニングセンター

利用案内

新しい遊具が増えました！

　乳幼児の親子用施設として、乳幼児向け

の運動遊具を備えています。

【プレイルーム】

　幼児から小学校低学年までの親子用施設として、

幼児向けの運動遊具を備えています。

【多目的ルーム】

田
高
良 

奈
美

田た

高こ
う
良ら 

奈な

美み

さ
ん
が
着
任

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
見
て
迷
わ
ず
応
募
し
ま
し
た
」

　村では万が一の災害に備え、北海道とともに防災訓練を実施します。実施にあたり訓練参加者を募集しますので、

参加いただける方は９月 26日 ( 水 ) までに総務課までご連絡をお願いします。

６月に役場職員により実施した社会福祉セ

ンターを避難所として開設する訓練の様子

●日 時　平成 30年 10月 11 日 ( 木 )　午前 10時〜午後１時

●避 難 所　更別村社会福祉センター

●訓練内容

　①防災無線による避難所開設の放送により、参加者は自宅

　　から更別村社会福祉センターに避難、避難者名簿の作成

　②避難所運営ゲーム北海道版の実施

　③広尾港から支援物資が届き次第、受入れ作業

　④非常食の食事 ( 昼食 )

　※支援物資の受入れは、参加者にトラックから社会福祉センターまで

　　物資を運んでいただきます。

●募集人数　訓練参加者として 20名

　( 年齢は問いません。申し込み多数の場合には調整させていただきます )

●申し込み・問い合せ　役場総務課庶務係　☎ 52− 2111

大雨の影響により道内広域で河川の氾濫などが発生。

本村においても避難勧告を発令し、住民が避難所へ避難。

避難所開設、運営に伴う作業等の実施。

訓練の想定内容

防災訓練の参加者を募集します防災訓練の参加者を募集します

地域おこし協力隊に　  隊員新

アリーナを利用するときは

上靴を忘れずにね！

　
８
月
１
日
よ
り
村
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
と
し
て
、
埼
玉
県
出
身
の
田
高
良
奈

美
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

　
自
然
豊
か
な
北
海
道
に
移
住
す
る
こ
と

が
夢
だ
っ
た
田
高
良
さ
ん
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
へ
応
募
し
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て

「
今
年
の
３
月
に
旅
行
で
十
勝
を
訪
れ
た

際
に
、
は
じ
め
て
更
別
村
に
来
て
、
広
大

な
畑
一
面
に
積
も
っ
た
雪
景
色
を
見
て
感

動
し
た
。
食
べ
物
も
美
味
し
く
、
市
街
地

を
巡
っ
て
み
て
、
こ
こ
で
生
活
し
た
ら
楽

し
い
か
も
し
れ
な
い
と
肌
で
感
じ
応
募
し

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
に
は
着
任
式
が
行
わ
れ
、
西

山
村
長
か
ら
「
外
か
ら
の
視
点
で
考
え
、

村
民
の
方
と
も
連
携
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
田
高
良
さ
ん
は
「
今
主
流
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

使
っ
て
更
別
村
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き

た
い
。
更
別
村
の
地
名
度
を
上
げ
、
た
く

さ
ん
の
人
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

観光振興と特産品開発支援
の業務を担当します。

趣味は旅行とカフェ巡りです。
これからよろしくお願いします！
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協働のま
ちづくり事業協働のま
ちづくり事業  のご案内

更別村に活動拠点を有し、村内で実施する地域の課題

解決や地域の活性化を目的とした事業を行う団体

※５名以上で構成する法人および任意団体で、規約な

　どを有していること

●地域コミュニティに関する事業

●防災の推進および消防体制の充実に関する事業

●自然環境の保全、緑化の推進に関する事業

●循環型社会の形成に関する事業

●教育の振興に関する事業

●地域の活性化に資する事業

●村民の健康づくりに資する事業

●その他村長が特に必要と認める事業

【事業例】

　講習会や講演会、イベントの開催、地域活動など　

※営利を目的とする事業、ほかの補助金に該当する事

　業、定例のイベントやお祭りは対象外です。

※１団体について年度内１回限りの助成となります。

●助 成 金　１事業 50万円 ( 交付限度額 )

●対象経費　事業に直接関係のある経費のうち消耗品

　　　　　　費、印刷製本費、通信運搬費など

村では平成 29年４月から、住民主体で地域の課題解決や地域の活性化を目的とした協働のまちづくり事業を始

めました。みなさんの豊富なアイディア、発想を生かして更別村を元気にする事業を提案してみませんか。詳しく

は住民生活課までご相談ください。

助成対象者 助成対象事業

助成金および対象経費

●問い合せ

　役場住民生活課住民活動係　☎ 52− 2112

住宅・土地統計調査に
ご協力をお願いします

　総務省では、平成 30 年 10 月１日を基準日

として、平成 30 年住宅・土地統計調査を実施

します。調査は住生活に関するさまざまな施策

のための基礎資料を得ることを目的として実施

されます。

　対象の世帯へは、９月から 10 月にかけて統

計調査員が調査票を配布します。回答は調査票

への記入のほか、インターネットでもできます

ので調査へのご理解とご協力をお願いします。

調査内容の秘密は統計法に基づき保護されま

す。

●問い合せ　

　役場住民生活課広報統計係　☎ 52 − 2112

火葬場の故障について

●問い合せ　役場保健福祉課保健推進係　☎ 53 − 3000

　現在、火葬場は火葬炉の故障により使用する

ことが出来ず、大変なご迷惑をおかけしており

ますことを深くお詫び申し上げます。

　使用再開は 10 月を予定しています。それま

でご不便をおかけしますが、ご理解とご協力の

程よろしくお願い申し上げます。

●問い合せ　

　役場住民生活課環境衛生係　☎ 52 − 2112

　村では、国保被保険者の健康の保持増進 ( 健康寿命の延伸 ) および医療費の適正化を目的に、健診・医療費デー

タの分析を行い、効果的かつ効率的な保健事業を実施するため、平成 30年３月に第１期更別村国保データヘルス

計画 ( 平成 30〜 35 年度 ) を策定しました。

　健診・医療費等のデータ分析結果から、健康課題を以下の４点にまとめました。

更別村国保データヘルス計画〜肥満と生活習慣病〜

　脳血管疾患や糖尿病性腎症による人工透析導入など、要介護状態につながる重大な疾患の原因になる、糖尿病、

高血圧症、脂質異常症などの生活習慣病の発症の背景として、若いうちからの肥満が大きな要因と考えられます。

　第１期は、肥満と生活習慣病の関係を理解する人を増やすこと、特に 30〜 50 代の若い世代への肥満予防対策

を重点課題としています。

　肥満は「皮下脂肪型肥満」と「内臓脂肪型肥満」の２つに分けられます。より多くの生活習慣病に関係するのは

「内臓脂肪型肥満」です。内臓脂肪型肥満は脂肪肝を伴いやすく、コレステロールや血糖値が高くなりやすい上に、

内臓脂肪そのものも動脈硬化を促す物質を放出します。その結果、さまざまな生活習慣病を引き起こす原因になり

ます。肥満により体に悪影響が出ている場合 ( 自覚症状や検査値の異常があるなど ) は、「肥満症」と診断されます。

※つづきは、次回 10月号保健だよりで！

生活の質の

低下

 （１）30 代から肥満をベースに生活習慣病を発症し、重症化して、40 〜 60 代で脳梗塞や人工透析に移行している

 （２）脳血管疾患を発症した方で高血圧や糖尿病の併発の方が多い

 （３）健診を受けていたが、高血圧・糖尿病の未治療、治療中断の方が重症化し、脳血管疾患につながっている

 （４）健診未受診期間のある方、健診未受診者の方が生活習慣病を発症し、脳血管疾患につながっている

肥満と生活習慣病について

動

脈

硬

化

高血圧症

目や腎臓、

神経の病気

腎臓の病気

脳出血

痛風や尿路結石

腎臓の病気

肝機能低下

高尿酸血症

脂肪肝

脂質異常症

糖尿病

◆運動不足 ( 男女 )

◆野菜不足 ( 男女 )

◆間食が多い ( 男女 )

◆喫煙 ( 男女 )

◆農作業中の甘い飲み物 ( 男性 )

◆夕食後の間食 ( 男性 )

◆塩分過多 ( 男性 )

◆農閑期の飲酒過多 ( 男性 )

若いうちからの

「肥満」

「高血糖」

「脂質異常症」

「高尿酸血症」

40・50 代〜
　高血圧症

30代〜
　糖尿病

動脈硬化の進行

不健康期間

の延長
人 工 透 析

脳血管疾患 要介護状態

命 の 危 険

が ん

腎障害

月経異常

睡眠時無呼吸症候群

骨や関節の病気

歯周病

へそ周り
男性 85cm以上　女性 90cm以上

内臓脂肪型肥満

虚血性心疾患
（狭心症、心筋

梗塞など）

脳 梗 塞

肥満症

89
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　村商工会青年部が主催する 53 回目の「どんぐり村

の盆踊り」が開催されました。雨天により会場が社会

福祉センターに変更となりましたが、大勢のみなさん

が集まり賑わいました。

　大人の浴衣踊りでは、おそろいの法被やユニークな

仮装を身にまとったさまざまな踊り手たちが、今年も

会場を大いに盛り上げました。また、お盆休みで帰省

し友人やお孫さんとの久しぶりの再会に喜ぶ方たちも

多くみられ、笑顔溢れるひとときとなりました。　　

　

　子どもたちのプログラミングに対する知的好奇心を育

むことを目的に、十勝 EdTech コンソーシアム ( 構成：

村、村教委ほか ) が主催するプログラミング体験のワー

クショップが十勝さらべつ熱中小学校で開かれました。

　小学３年生から中学生までの 10 名の子どもたちが参

加し、ネコのキャラクターを自在に動かすプログラミン

グやモグラたたきのゲームを作成。参加した児童は「初

めてゲームを作った。山あり谷ありだけど自分で作り出

すことは楽しい」と夢中になっていました。

８/10８/14
新しいことにチャレンジ！

プログラミングを体験

各課・施設の電話／メールアドレス　→　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

夏の風物詩といえば

どんぐり村の盆踊り

VILLA
G

E
 T

O
P

I
C
S              VIL

LA
G

E
 T

O
P

I
C

S

　

村の

わだい

11

　８月７日に元気の里さらべつで、８月 19 日にはコムニの

里さらべつで夏祭りが開催され、利用者の方や家族、地域

の方が訪れ大いに盛り上がりました。

　元気の里さらべつでは、さまざまな出店をはじめ、よさ

こいソーラン演舞など地域を挙げてのお祭りとなり、会場

はたくさんの人で賑わいました。

　コムニの里さらべつでは、さらべつかしわ太鼓保存会に

よる太鼓演奏やよさこいソーランTokachi 紅の演舞、職員に

よるパフォーマンスなど盛りだくさんのスケジュールで開

催され、終始大盛況のお祭りとなりました。

８/７
    ・
    19

８/21

各課・施設の電話／メールアドレス　→　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　出　納　課　☎ 52 − 2113　　suitou@sarabetsu.jp

夏のひとときを家族と一緒に

福祉施設で夏祭りを開催

８/22

糸
を
風
船
に
巻
き
、
乾
燥
さ

せ
た
後
風
船
を
割
っ
て
中
に

電
球
を
入
れ
て
完
成
。
２
色

の
刺
し
ゅ
う
糸
を
使
う
な
ど

し
て
、
色
と
り
ど
り
の
作
品

が
作
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

「
自
分
の
部
屋
や
玄
関
に
飾

り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
１
日
に
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
夏
休
み
夢
ん

子
工
作
教
室
を
開
催
し
、
小

学
生
27
名
と
保
護
者
12
名
の

計
39
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
工
作
教
室
で
は
、

カ
ラ
フ
ル
コ
ッ
ト
ン
ボ
ー
ル

ラ
イ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
ボ

ン
ド
水
に
浸
し
た
刺
し
ゅ
う

甘酸っぱい香り漂う

たくさんのすももを収穫

　すももを使った商品開発に取り組んでいる更別農

業高校の１年生 41 名が、すももの里で商品の原料

となるすももの収穫を行いました。

　赤く熟した実を次々と収穫。収穫作業を行った生

徒は「収穫という貴重な経験を今後の実習に活かし

ていきたい」と話してくれました。

　収穫したすももを使った商品は、10 月に開催され

るさらべつ大収穫祭をはじめ、村内外のイベントな

どで販売される予定です。

真っ赤に熟した夏の味覚を堪能

学校給食に野菜提供

　生徒の手で育てた自慢の野菜を食べてもらおう

と、更別農業高校から旬のミディトマトが初めて学

校給食に提供されました。

　更別小学校の招きで２年生の教室を訪れた野菜分

会の生徒５名は、児童と一緒に給食を囲むと、丹精

込めて育てたトマトを早速頬張ろうとする子どもた

ちの口元に興味津々。「甘い！」と喜ぶ児童たちの

笑顔に、生徒たちは「おいしいと言ってもらえて嬉

しい。もっと頑張ろうと思う」と話していました。



☎

☎

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
更
別
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
予
約
・
問
い
合
せ
　

　
役
場
総
務
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
１
　
　

　
平
成
30
年
度
全
国
労
働
衛
生
週
間

が
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
を
準
備

期
間
、
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を

本
週
間
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
労
働
者
の
健
康
を
め
ぐ
る
状
況

は
、
過
重
労
働
な
ど
に
よ
っ
て
労
働

者
の
尊
い
命
や
健
康
が
損
な
わ
れ
、

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
て

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
　

み
ん
な
で
進
め
る
働
き
方
改
革
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
事
業
場
に
お

け
る
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚
と
自
主

的
労
働
衛
生
管
理
活
動
の
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に

お
い
て
、
作
業
環
境
や
作
業
方
法
の

点
検
改
善
、
健
康
診
断
結
果
に
よ
る

保
健
指
導
な
ど
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。

　
帯
広
労
働
基
準
監
督
署
安
全
衛
生
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
８
１
０
０

　　
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
公
証

週
間
で
す
。
公
証
制
度
を
広
く
国
民

　
本
年
度
も
各
地
で
ク
マ
に
よ
る
死

傷
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ク
マ

は
一
般
的
に
冬
眠
を
控
え
た
秋
に
餌

を
求
め
て
、
よ
り
活
発
に
活
動
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
入
山
す
る
と
き
は
「
１
人
で
入
ら

ず
複
数
人
で
行
動
し
、
声
や
音
を
出

す
」、「
食
べ
物
や
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち

帰
る
」、「
ク
マ
の
フ
ン
、
足
跡
な
ど

を
見
た
ら
す
ぐ
引
き
返
す
」
な
ど
の

対
策
を
す
る
と
と
も
に
、
事
前
に
ク

マ
の
出
没
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　
一
番
大
切
な
こ
と
は
ク
マ
に
出
会

わ
な
い
こ
と
で
す
。
十
分
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
　

　
役
場
産
業
課
林
務
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
５

　
日
頃
、
弁
護
士
に
相
談
し
た
く
て

も
な
か
な
か
機
会
が
な
い
と
い
う
方

や
、
ち
ょ
っ
と
敷
居
が
高
く
て
相
談

で
き
な
い
と
い
う
方
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
30
分

と
な
り
ま
す
。
事
前
に
電
話
に
て
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
10
月
17
日
（
水
）

12各課・施設の電話／メールアドレス　→　議会事務局　☎ 52 − 2117　　gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp

に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
日
本
公
証

人
連
合
会
本
部
に
お
い
て
同
期
間
中

に
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
10
月
１
日（
月
）〜
10
月
７
日（
日
）　

　
・
９
時
30
分
〜
12
時
00
分

　
・
13
時
00
分
〜
16
時
30
分

●
相
談
先

　
電
話
相
談
窓
口

　
　
☎
03
・
３
５
０
２ 

・
８
２
３
９

●
内

容

　
遺
言
、
任
意
後
見
契
約
な
ど
公
証

　
事
務
全
般
に
関
す
る
こ
と

　
釧
路
地
方
法
務
局
総
務
課
庶
務
係

　
　
☎
０
１
５
４
・
31
・
５
０
１
０
　

　　
参
加
無
料
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
10
月
27
日
（
土
）
13
時
00
分
よ
り

　
帯
広
市
稲
田
町
基
線
２
番
地
１

　
社
会
福
祉
法
人
北
斗
　
十
勝
リ
ハ

　
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
当
事
者
と
家

　
族
、
医
療
・
福
祉
・
行
政
の
関
係
者

●
内

容

　
・
映
画
の
上
映

　
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
言

　
　
葉
の
き
ず
な
〜
心
の
言
葉
が
あ

　
　
ふ
れ
だ
す
〜
」

　
・
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
帯
広
市
大
通
南
12
丁
目
　
サ
ン
バ

　
リ
エ
ビ
ル
３
階

　
脳
外
傷
友
の
会
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
道
東

　
　
　
　
　
　
　
☎
24
・
６
９
７
４

秋
の
す
ず
ら
ん
無
料
法
律

相
談
を
開
催
し
ま
す

第
28
回
「
公
証
週
間
」

電
話
相
談
の
ご
案
内

帯
広
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

平
成
30
年
度

全
国
労
働
衛
生
週
間

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る

　
　
も
の
（
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番

　
　
号
カ
ー
ド
な
ど
）、
も
し
く
は

　
　
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る

　
　
も
の
（
年
金
手
帳
な
ど
）

※
失
業
し
た
方
は
失
業
し
た
こ
と
を

　
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

※
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
２
年

　
１
か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
の

　
申
請
が
可
能
で
す
。

　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

　
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
固
定
資
産
税
第
２
期
、
国
民
健
康

保
険
税
第
３
期
納
期
限
は
10
月
１
日

（
月
）
で
す
。

　
納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
役
場
住
民
生
活
課

　
資
産
税
係
・
住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

●
相
談
内
容

　
・
民
事
関
係

　
　
民
事
一
般
調
停
、
土
地
建
物
に

　
　
関
す
る
調
停
、
交
通
事
故
に
関

　
　
す
る
調
停
な
ど

　
・
家
事
関
係

　
　
夫
婦
関
係
（
離
婚
な
ど
）
調
停
、

　
　
養
育
費
請
求
調
停
、
財
産
分
与

　
　
請
求
調
停
、
後
見
人
な
ど
に
関

　
　
す
る
こ
と
な
ど

●
そ

の

他

　
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

　
で
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

　
帯
広
調
停
協
会
（
釧
路
地
方
・
家

　
庭
裁
判
所
帯
広
支
部
内
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
23
・
５
１
４
１

　
道
内
に
お
け
る
平
成
30
年
６
月

末
現
在
の
特
殊
詐
欺
の
認
知
件
数

は
77
件
、
被
害
額
に
つ
い
て
は
約

１
億
８
４
０
０
万
円
で
あ
り
、
依
然

と
し
て
被
害
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
手
口
別
に
み
る
と
、
警
察
官
な
ど

の
公
務
員
や
親
族
を
装
っ
て
電
話

し
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決
や
借
金
の
返
済

な
ど
を
名
目
に
お
金
を
だ
ま
し
取
る

オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
は
が
き
や
メ
ー
ル

を
使
っ
た
架
空
請
求
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
っ
た
方
の
年
齢
層
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の

割
合
は
全
体
の
約
５
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
被
害
に

13 各課・施設の電話／メールアドレス　→　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp

　
　
　

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
、保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す

の
で
、
役
場
住
民
生
活
課
窓
口
に
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
帯
広
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
の

窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
免
除
制
度

　
　
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

　
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や

　
失
業
し
た
場
合
な
ど
、
国
民
年
金

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

　
に
困
難
な
と
き
は
、
本
人
が
申
請

　
書
を
提
出
し
、
承
認
さ
れ
る
と
保

　
険
料
の
納
付
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
　
免
除
さ
れ
る
額
は
、
全
額
、
４

　
分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
の
４

　
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
保
険
料
納
付
猶
予
制
度

　
　
20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
方
で
、

　
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
前
年
所
得

　
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
本

　
人
が
申
請
書
を
提
出
し
、
承
認
さ

　
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

　
れ
ま
す
。

●
必
要
な
も
の

　
・
印
鑑
（
認
め
印
で
も
可
、
ス
タ

　
　
ン
プ
印
は
不
可
）

遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
と
と
も

に
、
家
族
や
職
場
、
地
域
の
中
で
お

互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
特
殊
詐
欺

の
被
害
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
役
場
住
民
生
活
課
住
民
活
動
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
自
動
車
使
用
者
の
保
守
管
理
意
識

の
高
揚
と
適
切
な
点
検
整
備
の
遵
守

を
図
り
、
自
動
車
の
不
具
合
に
よ
る

交
通
事
故
の
防
止
お
よ
び
公
害
の
防

止
を
目
的
に
、
自
動
車
点
検
整
備
推

進
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
自
動
車
は
使
用
期
間
や
走
行
距
離

に
応
じ
て
、
故
障
や
劣
化
が
生
じ
ま

す
。
安
全
に
使
用
す
る
た
め
に
は
、

自
動
車
使
用
者
が
責
任
を
持
っ
て
適

切
に
点
検
・
整
備
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
点
検
・
整

備
を
行
い
、
自
動
車
を
良
好
な
状
態

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
北
海
道
運
輸
局
帯
広
運
輸
支
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
33
・
３
２
８
２

　

　
管
内
に
お
け
る
障
が
い
者
の
一
層

の
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
帯
広
、
北
海
道
（
十
勝
総
合

振
興
局
）、
帯
広
市
の
共
催
に
よ
り

企
業
の
採
用
担
当
者
と
障
が
い
者
が

一
堂
に
会
す
る
合
同
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
10
月
16
日
（
火
）

　
13
時
30
分
〜
16
時
00
分

　
帯
広
市
西
２
条
南
13
丁
目
１
番
地

　
ホ
テ
ル
日
航
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
帯
広

　
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　
に
障
害
者
求
職
登
録
の
手
続
き
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
へ
申
し
込
み
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広
　
専
門
援
助
部
門

　
☎
23
・
８
２
９
６
（
音
声
案
内
が

　
あ
り
ま
す
の
で
、
部
門
コ
ー
ド
の

　「
４
３
♯
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
）

　
あ
な
た
の
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
を
話

し
合
い
に
よ
り
解
決
す
る
調
停
手
続

き
・
利
用
方
法
に
つ
い
て
、
無
料
で

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
な

ど
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
10
月
７
日
（
日
）

　
10
時
00
分
〜
16
時
00
分

　
帯
広
市
西
４
条
南
13
丁
目

　
と
か
ち
プ
ラ
ザ
　
１
階
大
集
会
室

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す

村
税
納
期
限
の
お
知
ら
せ

無
料
調
停
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

障
が
い
者
雇
用
促
進
フ
ェ
ア

２
０
１
８
を
開
催
し
ま
す

自
動
車
点
検
整
備
推
進

運
動
強
化
月
間

秋
の
ヒ
グ
マ
注
意
月
間

振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る

特
殊
詐
欺
の
防
止

対

問

問

問 問

問問 問 問

問

問

1213



もっと知りたいあなたにお届け！

中熱 レ ポ ー ト vol．３

気になるぞ！熱中小学校
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加
事
業
を
提
案
し
ま
し
た
。

更
別
村
は
昨
年
、
次
の
内
容
で
「
ス
マ

ー
ト
一
次
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
特
区
」

を
申
請
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
ス
マ
ー
ト
一

次
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
関
連
に
つ
い
て

①
ロ
ボ
ッ
ト
無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
公

道
走
行
②
管
制
シ
ス
テ
ム
実
証
実
験
③
ド

ロ
ー
ン
活
用
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
④
ド
ロ

ー
ン
活
用
に
よ
る
牛
追
い
技
術
の
確
立
⑤

大
規
模
農
業
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
生
産
管

理
⑥
林
業
ド
ロ
ー
ン
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
確

立
⑦
水
中
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
検
査
点
検
の

無
人
化
を
提
案
し
ま
し
た
。
次
に
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
横
展
開
事
業
関
連
に

つ
い
て
①
捜
索
機
能
へ
の
活
用(

防
災
・
福

祉)

②
管
制
シ
ス
テ
ム
と
遠
隔
医
療
×
物

資
輸
送
の
連
結
化
③
ド
ロ
ー
ン
教
育
の
実

施
④
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を
災
害
用
ド
ロ
ー

ン
へ
シ
フ
ト
⑤
十
勝
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
を

　

８
月
23
日
、
東
京
の
内
閣
府
合
同
庁
舎
で
開
催
さ

れ
た
﹁
国
家
戦
略
特
区
・
有
識
者
会
議
﹂
に
出
席
し
、

追
加
提
案
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
、
昨
年
の
第
１
回
国
家
戦
略
特
区
・
有
識
者
会
議

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
続
く
も
の
で
、
全
国
か
ら
４
自
治

体
・
事
業
実
施
関
係
者
が
新
た
な
規
制
緩
和
に
よ
る
追

２
回
目
の
国
家
戦
略
特
区
・
有
権
者
会
議
に
出
席

　
　
　
　
　

追
加
提
案
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
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事
が
起
き
る
前
、
事
が
起
き
た
時
、

諦
め
る
前
に
も
う
一
度
読
み
た
く
な
る

一
冊
。﹁
夫
﹂
と
い
う
生
き
物
の
取
り

扱
い
説
明
書
。

高森　直史／著

　海軍カレー伝説

STORY 編集部／編
三澤　武彦／著

　
海
軍
料
理
研
究
の
第
一
人
者
が
ス

パ
イ
ス
を
効
か
せ
た
、
雑
学
て
ん
こ

盛
り
で
綴
る
エ
ッ
セ
イ
。
帝
国
海
軍

糧
食
史
秘
話
。

　
育
っ
た
家
で
花
嫁
支
度
を
し
、
家
族

や
知
人
に
花
嫁
姿
を
見
て
も
ら
っ
て

ゆ
っ
く
り
時
間
を
過
ご
す
﹁
嫁
入
り
﹂

は
古
く
て
新
し
い
結
婚
式
の
形
で
す
。

自宅で花嫁のすすめ

全
道
技
術
競
技
大
会
に
参
加
し
て

　

生
活
科
学
科
３
年　

荒
内
ら
い
な

　

８
月
８
日(

水)
に
帯
広
農
業
高

校
で
行
わ
れ
た
全
道
技
術
競
技
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
私
は
農
業
鑑
定

競
技(

生
活)

に
出
場
し
ま
し
た
。

昨
年
度
も
出
場
し
東
北
海
道
連
盟
の

優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、
今
年

度
こ
そ
は
﹁
最
優
秀
賞
を
取
り
た

い
！
﹂
と
夏
休
み
中
も
学
校
に
登
校

し
、
勉
強
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
就
職
活
動
の
準
備
も
し
て
い

た
た
め
、
十
分
な
勉
強
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

大
会
当
日
は
計
算
問
題
の
答
え

の
単
位
を
間
違
え
て
し
ま
う
な
ど
、

記
述
問
題
で
簡
単
な
ミ
ス
が
多
く
不

安
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
と

か
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
、
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

農
業
鑑
定
競
技(

生
活)

に
は
更
別

農
業
高
校
か
ら
５
名
が
参
加
し
ま
し

た
が
、
１
年
生
活
科
学
科
の
村
田
財

良
さ
ん
も
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。
下
級
生
の
活
躍
に
も
と
て
も
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
競
技
で
は
、
農
業

鑑
定
競
技(

農
業)

に
５
名
が
参
加

し
、
３
年
農
業
科
の
川
上
優
太
さ
ん

が
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
家
畜
審
査
競
技(

肉
牛
の
部)

に
は
３
名
が
参
加
、
３
年
農
業
科
の

館
山
祐
樹
さ
ん
が
優
秀
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。
ま
た
、
入
賞
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
家
畜
審
査
競
技(

乳

牛
の
部)

に
は
３
名
、
農
業
情
報
処

理
競
技
に
は
１
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
会
に
参
加
し
た
17
名
全
員
が

夏
休
み
返
上
で
勉
強
に
励
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
学
校
生

活
で
活
か
し
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
農
業
鑑
定
競
技
で
入

賞
し
た
３
名
が
10
月
24
日
か
ら
鹿
児

島
県
で
行
わ
れ
る
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
大
会
結
果
に
安
心
す
る

こ
と
な
く
、
全
国
大
会
で
も
入
賞
で

き
る
よ
う
勉
強
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

いろいろあっても
　幸せな夫婦になる方法

支
援
外
国
人
受
入
関
連
で
、
最
先
端
技

術
の
早
期
実
践
導
入
に
向
け
て
外
国
人

労
働
者
を
確
保
、
②
外
国
人
受
入
横
展

開
で
は
商
工
業
・
福
祉
関
連
分
野
へ
の

外
国
人
労
働
者
受
入
、
③
農
家
・
高
齢

者
へ
の
地
域
交
通
確
保
で
は
、
白
タ
ク

事
業
の
実
施(

タ
ク
シ
ー
不
足
、
地
域

交
通
の
確
保)

に
関
わ
る
規
制
緩
和
と

新
た
な
事
業
展
開
の
追
加
提
案
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　　

先
日
、
総
務
省
の
﹁
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
学
習
実
証
事
業
﹂
に
採
択
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
総
務
省
北
海
道
総
合
通

信
局
の
﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
未
来
農
業
懇
話

会
﹂
委
員
の
委
嘱
も
さ
れ
ま
し
た
。
豊

か
で
持
続
発
展
す
る
更
別
農
業
の
明
る

い
未
来
に
向
け
一
歩
前
進
で
す
。

活
用
し
た
ド
ロ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
実
施
に
関

わ
る
各
種
規
制
緩
和
と
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
内
閣
府
の
﹁
近
未
来
技
術
等
社
会
実

装
事
業
﹂
に
採
択
さ
れ
、
北
海
道
・
岩
見
沢
市
・
更

別
村
の
共
同
提
案
で
①
２
０
２
０
年
ま
で
に
無
人
ト

ラ
ク
タ
ー
で
の
遠
隔
監
視
の
実
装
と
農
家
の
作
業
軽

減
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
②
自
動
航
行
実
証
実
験
か

ら
ド
ロ
ー
ン
の
編
隊
飛
行
に
よ
る
農
薬
散
布
実
験
と

す
で
に
技
術
の
確
立
し
て
い
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン

グ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
農
家
に
実
装
し
て
い
く

と
い
う
内
容
で
す
。

　

稲
作
は
岩
見
沢
市
、
畑
作
は
更
別
村
で
行
い
、

北
海
道
が
国
の
各
省
庁
と
連
携
し
、
農
水
省
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
省
庁
が
そ
れ
ぞ
れ
現
地
の
協
議

会
に
参
加
し
、
予
算
措
置
も
さ
れ
な
が
ら
近
未
来

実
装
事
業
を
具
体
的
に
展
開
し
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
昨
年
申
請
を
行
っ
た
国
家
戦
略
特
区
の
重
要

な
分
野
の
具
現
化
の
第
一
歩
と
な
る
も
の
で
す
。

今
回
２
回
目
と
な
る
有
識
者
会
議
で
は
①
農
業

新
た
に
外
国
人
就
労
・
白
タ
ク
事
業
を
追
加
提
案

「
近
未
来
技
術
等
社
会
実
装
事
業
」
採
択
で
一
歩
前
進

更
別
村
の
明
る
い
未
来
に
向
け
て

施設に関する問い合せなどは、熱中開拓機構 (☎ 66 − 4554) へお願いします。

９月２９日 ( 土 ) は修了式が開催されます

　授業の講師は、木田幹久さん ( 株式会社三菱総

合研究所チーフ事業開発マネージャー )、長澤秀

行さん ( 公益財団法人とかち財団理事長 ) です。

授業は無料で見学もできますので、お気軽にお越

しください ( 当日は 13時から受付しています )。

８月４日、熱中小学校が開催されました

　「三丁目の夕日」、「釣りバカ日誌」、「人間交差

点」などコミックのヒット作を生み出した黒笹先

生の講義では、東京都から高知県に移住したこと

によって生まれた楽しい現在の生活と、地域愛の

重要性について学びました。

　堀口先生の講義では、ビットコインの成り立ち

やブロックチェーン技術を活用したコミュニティ

通貨で生まれる価値の創出について、地域通貨「サ

ラリ」との共通点や参考となる部分も多くありま

した。

　常に新しいものの見方や考え方を気付かせてく

れる著作で人々を魅了してきた高田先生の講義で

は、山登りの話からはじまり、教育、人生論まで

幅広く勉強することができました。

授業①「社会」　講師　黒笹　慈幾 先生

授業②「ビジネス・スタートアップ」

　　　　　　　講師　堀口　純一 先生

授業③「体育」　講師　高田　直樹 先生

食で被災地を応援

　８月 25日から、熱中食堂で西日本豪雨により

被災した愛媛県から仕入れた柑橘類やアコヤ貝を

使った料理が提供されました。川口達也シェフが

友人のいる被災地を応援するために実施したもの

です。９月以降も被災地を応援するメニューが提

供されますので、ぜひ足をお運びください。

　９月から日本政策金融公庫が十勝さらべつ熱中

小学校で「熱中創業塾」を開催しています ( 全５

回 )。熱中創業塾は創業支援事業の一つで、受講

後は優遇金利などの特例を受けることができま

す。創業に関心のある方、創業を考えている方、

創業されて間もない方など、起業を成功へと導く

カリキュラムとなっていますので、経営に興味の

ある村民のみなさまの参加をお待ちしています。

熱中創業塾について

　８月から帯広コア専門学校など 10 者が公民連

携で組織する「十勝EdTech(エドテック)コンソー

シアム」による事業「プロジェクト TECH」がス

タートしました。プログラミング教育について関

心のある方、プログラミングでゲーム作りなどを

体験したい方など、多くの村民のみなさまの参加

をお待ちしています。

無料プログラミング教育事業について



戸籍の窓口

地域安全ニュース

総人口

3,195 人
（− 1人）

男性

1,584 人
（＋ 1人）

女性

1,611 人
（−２人）

世帯数

1,323世帯
（＋ 4世帯）

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

　66 日 ( ８月 31 日現在 )

■地域安全運動のお知らせ

『秋の全国交通安全運動』のお知らせ

　９月 21 日 ( 金 ) から 30 日 ( 日 ) まで、秋の全

国交通安全運動が実施されます。

　農作物の輸送繁忙期に加え、日没時間が早くな

り、交通事故が起きやすくなります。運転手のみ

なさんは早めのライト点灯を、歩行者のみなさん

は反射材用品などを身につけ、交通安全に努めま

しょう。

大お
お

石い
し

　
都つ

櫛く
し 

ち
ゃ
ん

平
成
29
年
９
月
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日
生

上
更
別
南
区

　よく食べよく寝る次女都櫛　 その

かわり日中は、おてんば、じゃじゃ馬、

大怪獣です！

　これからも大好きなお姉ちゃんと仲

良く元気に遊んでね♪

　　　　　　　　　　　竜也・美沙

誕生おめでとう

太
おお

　田
た

　あ　さ ちゃん　(新 栄 町）綱基・舞

三　輪　千代子 さん（上更別南区）104 歳

河　瀬　義　之 さん（平 和 区）　93 歳

塩　田　辰　男 さん（更 別 区）　93 歳

杉　山　和　一 さん（錦 町）　88 歳

橋　本　清　子 さん（曙 町）　83 歳

岡　　　　　巖 さん（更 別 区）　83 歳

●日時　10 月 14 日 ( 日 )　午後２時 30 分〜午後３時 30 分

●会場　農村環境改善センター視聴覚室

●問い合せ　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52 − 3171

　北海道千歳市在住のプロ絵本パフォーマー「きしだてんだい」

さんの公演会を開催します。絵本パフォーマー公演は、絵本＋音

楽＋αの新しい読み聞かせスタイル！にぎやかでスピーディー、

ときにはじっくりと。

　入場は無料で、子どもたちだけではなく大人の方も楽しめるス

テージです。みなさんのご来場をお待ちしています。

絵本パフォーマー 「きしだてんだい」さんが
　　　　　　　更別村にやってくる！

みんなで

　絵本を楽しもう！
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